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In the previou3 repJrt， a new method of composing Sandwich Curtain 
Wall was propつs~ ::l.. The Curtain Wall is made in the following way. 
1. Steel-bar-grid is attached to the structural frame. 
2. This grid is sandwiched between two special concrete plates. 
3. These two are combined by concrete set between them. 
By the previous experimental study in which 1.8m steel bars were em-
ployed， this method of composing Sandwich Curtain Wall is shown to be eassy， 
exact and rapid. The present paper deals with the experimental study on com-
posing the Sandwich Curtain Wall inside of the wood frame (3.04m x 6. 04m). 
The results obtained are as follows: 
1. It is not necessary to set stud in the fram. 
2. Only vertical steel bars need to have hardness and horizontal bars only 
have to be united with that. 
3. This method of composing Sandwich Curtain Wall is easy， exact and rapid. 
4. Concrete placed between the panels can hold these panels tight around the 
frame. 
5. Transportation by truck causes very litle damage to the panels. 
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1 まえがき
筆者はさきに， Sandwich構法による CurtainWall 
を提案し， 1)，2)乙れの特性を調べるとともに， これ
の構造計算法を提案した針。また乙れの施工の実用性
を調べる目的で，内法巾1.81m・内法高1.81mの木造
枠組内IC，Sandwich Curtam Wallを構成する施工
実験をおこなった結果8〉，極めて簡単で速かに施工が
できて，その施工精度が高いものである乙とを確め得
た。 また SandwichPanel (コンクリー トパネノレ・タ
イルパネル・合板ノfネJレその他塩びパネル)の組合
せにより，両面異った仕上げのものを構成できて，
Curtain Wallの使用場所!C応ずる壁仕上げを満足さ
せる乙とができることも確め得た。本研究では，実物
大の CurtainWall構成の可能性を，主として施工面
から調べる目的で，内法巾6.02m・内法高3.02mの木
市助教授
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造枠組内!と SandwichCurtain Wallを構成する施工実
験をおこない，その実用性を確めるものである。
2 験
Sandwich Curtain Wall の枠組
および骨組
巾6m高さ 3mの SandwichCurtain Wallの構成
施工実験をお乙なう目的で，図1および写真 1ζ示す
どとく，内、法巾6.02m・内法高3.02mの木造枠組を造
り，乙れに縦鉄筋(径12mm)および横鉄筋(径 9mm) 
をそれぞれ60cm間隔で同図のどとく木造枠組に取っ付
実
2・1
写真1
けた。木造枠組に木造の中間柱を取付けたのは，上部
水平枠材が縦鉄筋の締付iとより撲むのを防ぐためであ
る。
鉄筋を枠組lζ取付けるのに，縦鉄筋lとは図2のごと
く，C，. Fの各点に水平力 2K~を作用させたとき， D
点およびE点の携みが3cm!(とどまるような張力Pを
作用させた。その調整は両端のナ ットの締付でお乙な
った。相i鉄筋lζは張力を与えずに縦鉄筋lζ結束するの
みとした。
2・2 Concrete Panel 
? ? ? ?
???。?
図3に示す寸法の縦筋用ノマ才、ノレ(a)および横筋用パネ
Jレ(b)を写真2の(a)および(b)のごとく，次のようにH社
え外注した。
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(a) 写真 2 
製作個数…縦筋用ノマネノレ 60個
横筋用パネノレ 40個
調合比…15 3
水セメン ト比… 40労内外
1個の平均重量…縦筋用パネル 6. 36K~ 
杭筋用ノぞネル 6.6:K~ 
乙の ConcretePanelの輸送牛の破損率を凋べる目
的で，写真4の(a)のどとく，91枚を小坐 トラ ックlζ悩
み，H社の工場から大学の実験室五三約4.2Kmの道(主
としてアス ファノレト またはコン クリー トの舗装道路で
あり，工場敷地内20mおよび大学構内 6m位が舗装な
く，電車の踏切2ケ所あり)を約10分間で輸送した粘
果 3枚破損した。その破損の状態は写JJ;4の(b)に示す
ごとく， トラ ック車体によりかかった部分が転倒して
jp 
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(a) 写真4
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(b) 
車体接触し破損したものと見倣せるので， 程iみ方をパ
ネノレが]i~直 lζ並ぶよう lとすれば， 破損の心配は殆んど
ないようである。
(a) 写真3 (b) 
??
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(a) 写真5
本実験に使用したConcretePanelは前回のものと
は相違し，図3の@部が傾斜している。乙れは図3の
{c)に示すどとく，縦筋部の打込コンク リー トがくさび
型にはみ出る乙とにより，パネルのはく脱を防ぐ効果
をねら ったものである。乙の実験体を写真3の(a)のご
とく3個作製し，同図の(b)のごとく，打込コンク リー
トがはみ出る乙とを臨めた。
なお乙の実験体を図4の方法で，写真5の(a)のどと
く破壊実験をお乙なった結果表 1となり，写真5の(b)
のごとく終局破壊をしたが，明断によるはだ離れはな
表 1
試験体 | 破想重|閉の脇;~) I摘 要
?? ?????
パネノレ破壊
はだ離れ
675 
450 
281 
かった。ただし ConcretePanelの強度の小さいもの
は(試験体3)ノマネjレの破壊と同時にはだ離れを生じ
7こ。
2・3 施工法
木造枠組の下部水平枠材の上市ilζ，写真6の(a)のど
とく 9mmボノレトを配置し， その聞に目地モノレタノレを施
して， その上部に横筋用パネノレを縦横両鉄筋を挟んで
配し，その上部lと9m皿ボノレトをノマネJレ1個所に 2本当
り配し(写真6の(b) ，パネルの下部および上部のボ
ノレトでパネノレの聞きを仮止めし，パネルで構成される
(鉄筋を囲む)空洞部分に打込みコンクリー トを流し
込めば，パネルは 完全に固定して第1段が構成され
た。つぎに，その上部のボノレトの聞に目地モノレタノレを
配し， 縦筋用パネルを前同様に，仮止めして打込み
コンクリー ト を流込めば，パネノレは完全に固定して
第2段が構成された。 乙れを繰返して写真7のどと
く第3段目が 完全に固定して構成された。 これを続
けて (写真8)Curtain Wallを完成する乙とができ
る。
翌日仮締ボノレトを容易に取除く乙とができて，目地
仕上げを施さず構成実験を終えた。(写真9)
(a) ? ?
写真6
写真7
写真9
3 実験結果およびその考察
5・ SandwichCurtain Wallの骨組
本実験では径12mmの縦鉄筋を使用し，図2の状
態で最大携みが3cmとなるように張力を作用させ，
横鉄筋はとの縦鉄筋に結束したのみで実験をお
乙なった。 ところが縦鉄筋が CurtainWall の
'Center Lineをはずれた場合とか，完全に垂直に
配置できなかった場合などには，縦鉄筋を Conc-
rete Panelで構成される空胴部の中心に戻すよう
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写真8
に補正しなけねばならなくなる。本実験では補正は困
難であった。乙の問題については径の小さいものに大
きい張力を加えるか，径の大きいものに小さい張力を
加えて使用するかを検討しなけねばならない。それに
は，施工中における縦筋の位置の補正の容易性を考え
乍ら，施工中のほう壊ならびに振動障害の防止を計る
とともに，強度および経済性を計って，鉄筋の挽みを
定め，次式を使って鉄筋の径と振力 P との関係を求
めればよい。即ち図5において .x点における曲げモ
ーメ ントMぷむよび憾み Yxはそれぞれ次式で計算す
ることができ る。
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M_=--~-J Jcosh n(ml-x)一∞shn(m-1)l} sinh nxー (1-cosh n.x) sinh n(ml-.xLl 
n2 L sinh nml j 
・…(2)
c点では，
M 一一色 (1 -cosh nl) sinh n(m-1)l 
n2 
'"・H ・.(3) 
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間 l-x 惜 l-X
Y"，= 土 ¥wbdb- 坐~.~.¥ sinh坤・w品十型flawda-sinh n(ml-~)-{ sinh na・wda.
Pml J ，---~，-_ Pn sinh nml J ，-----~ .---， Pml ) --.-- Pn sinh nml 
• (m-1) l _.- ------.-.，. . (拙-1)1 - •••• '0 - •• ------.町四 '0 
仰を一定とすれば，
Yz-wz(2ml2-12-mlx) 一一2Pml 
……(4) 
w {cosh n(ml-x) -cosh n(醐-1)1}sinh nx-w (1 -cosh nx) sinh n(ml-x) 
Pn2 sinh n1ηJ 
c点では，
-…ー(5)
Yc= 312i，::~12 十 (1-cosh nl) sinh nl(m-1) ←一一一一2Pm Pn2 
乙乙l乙，
さきに心配されたごとき SandwichCurtain Wall 
の中聞に鉄筋骨組を支えるための間柱を設ける問題酌
に関しては，本研究の結果その必要のないととが確め
られた。
3・2 Concrete Panel 
本実験lと使用した調合のConcretePanelでは， ト
ラック輸送中の破損は殆んど無いものと考えてよさそ
うである。また図3の@部を設けることにより Panel
のはく脱は防げるものと考えられる。
3・:3 Concrete Panelと打込コンクリート
との附着強度
然し， 図3の@部を設けずに， Concrete Panelと
打込みコンクリートとの附着強度のみにより，はく脱
を防げ得ないかも調べなけねばならない。
Concrete Panelと打込みコンクリートとの接触部
分!r.生ずる応力として考えられるものは，
(1) 軟節剛材鎖理論が適用される垂直方向の曲げ
事1断
.・H ・..(6)
??? .・H ・.(7) 
(1) 軟節剛材鎖理論が適用される垂直方向の曲げ曹
断:
図6の(a)の状態で荷重を加えた場合は，軟節剛材鎖
理論引により C点が軟節点、となり， (b)に示すConcrete
Panelと打込みコンクリートとの接触部には， A...C 
では(c)に示すごとく一様な暫断応力 Tbが生ずるもの
と考える。従って，
'b {29X (4+3.3) X2} =Q. .・H ・.(8) 
また
mc=与X29 .・H・(9)
Q=~ι. ー
7.8 -・・・ (10)
さきに報告した実験引によれば，接合部における初
期降伏時の曲げモーメントは最大4，400kgcm，破壊時
は最大6，250kgcmとなっていて，その際はく脱を生じ
なかったから，式帥より，
(2) 弾性曲げ理論が適
用される水平方向
の曲げ帯断
(3) 面内開断
(4) 振動によるはく離
乙のうち(3)の面内郭断は，
層間変位を逃げるように，
Curtain WaIIの骨粗を建築
骨組に取付ける乙ととして
処理できるから， (1)， (2)，お
よび(4)を検討すればよ
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となる。とれを式(8)に代入して
mc=4，400kgcmの場合…
564 .10 ~ ....~. ，. . ¥ b=ー←一一 =1.31kgfcm2， I 29X (4+3.3) X2 -'----01 ----， ，
mc = 6， 250kgcmの場合日 ト・ (12)
801.28 ~ .." ，. . J b= ←一一 =1.89kgfcm2. I 29X (4+3.3) X2 -'----01 
(C) 【b)( d) 
図7故に実際の明断強度は，式帥の値以上であった乙とと
なる。短期許容応力度は乙れの 2/3をとって，
叫件似………=ベ=(20叫ο仰糾却8匂C一匂ω咋)子名 一一;}-一一一J一一
mn=ベ(←一s匂c+判村叫吋づ初ωinρ)子l= :一 P打山dμ1.) 
S 5 mA= ←OCX~=一一一P ，ll ， 111 3 .........(13) 
尚軟節曲げ率の平均値引として次のようになってい
る。
(rb)al> 1.26 kg/cm2 • 
最大曲げモーメント 5P11113を用いて式側より曹断力
を求めれば，
-・・・・ (14)
図7の(a)について巾 60cmとして軟節剛材鎖理論lと
より計算すれば，各節点の措みおよび曲げモーメント
は(b)および‘(c)となる。即ち
S=0.77X106 kgcm. 
-・・・・(20)5PX 0.6 Q= ~..:-:>~.:.~ =4.615 Wkg. 
3XO.078 
乙乙に，
P=0.6XO.6XW =0.36印r.kg ・H ・H ・..(21)
(叫ん.kgfm2)
-2P= (-3òc十δn)~.
1112 
明断応力は式(8)より，
4.615W 
b=ー =0.0109Wkg/cm2. 29X(4十3.3)X2 
・ (22)
…(15) 
P=(63c-46D+MJ し U 必ノ J [2 ' 
p= (0-40c十60D← 4δE十op) ----;-~ ノ 11[2' 
開性rltげ理論が適用
される水平方向の曲
げ明断:
図7の(a)の場合と図8
の弾性固定梁の場合とに
ついて，曲げモーメント
図を比較すれば表2とな
り，乙れを図示すれば図
9の(a)となる。
乙れより両者の比をみ
れば，mc!C関しては4，
mD 1こ関しては1.45とな
っているが， mcの絶対
値は他の点に比べて極め
(2) 
?
??
B 
A 
P=(Oc-4on十6OE-4op十0)王手，
-・・・・(16)
，p= (oD-4:JE+6r]F) X -:'~Q 11[2 ' 
対称条件から，
op=oc， oE=oD' 
-p= (-3oF+dE) ~~..，-112 
-・・・・ (17)
とおいて式帥，帥および間より，携は次のようにな
る。
5111 [2=1C A I 
図8
-・・….(18)3D=3E，sc=-;-K 
従って各点のr11げモーメントは，
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軟骨剛耕官民
~4C -20 0 20 0 20 40 60 
一ー→明(Wt:.1C1lf) 一一~ [( IO-"'W cm) 
ca) Cb) 
て小さいから実用的には問題となら
ない。
次l乙揖みを比較するのに，さきの
実験値引より S=0.77X106kgcm，
1/ EI =10.08X109.1/kgcm2を採用
すれば表3となりこれを図示すれば
図9の(b)となる。これによれば捷み
に関する両者の比は3.96"，5.36とな
っている。今揖み曲線の形を比較す
る目的で両者のらを一致させて(弾
性固定梁の総ての点の捷みをそれぞ
れ4.26倍する)図9の(b)に示す。こ
れらの携曲線はA.....C部分では両者
が全く異った性状を示しているが，
全体を，実用上大きな相異は無いも
と見倣し，本文では弾性矩計版lこ煩似して取扱うもの
とする。
垂直方向の 60cm巾の軟節剛材鎖理論による携みを
秋 Ovとし，水平方向の 60cm巾の弾性固定梁の携み
を弾。D とし，前者の荷重を W，後者のをαWとすれ
ば，
図9
表2
97r-i軟節剛材鎖[弾性固定梁 i軟附桝性問
mA 1 -36W kgcm 1 -45W kgcm 1 0.80 
mB 1 -7.2W 11 1 -1.8W 11 4.00 
mv 1 28.8W 11 19.8W 11 1.45 
mG 1 一 1 22.5W 11 
表3
焼み|軟節剛材鎖|弾性固定梁|軟節凶弾性問
。C 128.05X10-4Wcml 5.24X10-4Wcml 5.36 
Ov 150.49X10-4W 庁 11.84X10-4W ，1 4.26 1 I'.v..c.，/，.LV .." I .L.L.~"，，，.LV .. "1 .c.v ~平均 4.11
OG 150.49X10-4W "112.76X10-4W "1 3.96 } 
軟。v=50.49X10-4W， 、
弾 ÒD=~α~~6yX6003(~_;!+;;) ~ (23) 24E1-一¥扉匝 54) l 
= 189.4 X 10-4αW.' 
軟OD=弾。D と置いて αを求めれば，
α=0.2666 ・H ・H ・..(24)
従って水平および百:直方向のBRけoモーメント計算用の
荷重を W弾および W軟とすれば，
0.2666 W[!))O= WX':"~~~-';=0.21l W • 7平1.2666 -'---" ， 
Wi!il，= WX.. _1___=0.789W . 
宅八 1.2666 
、 ， ，
?
??? ，
?
?• ?
????????
?
??
弾性固定梁のrlI:Jげ明断応力は，固定端の単位暫断力で
計算すれば充分であるから，図10の(a)より
0.211WXO.6x6 RA=RB- V.-<.L.L" ::V.V^ U -0.38Wkg.…(26) 
図10の(b)および(c)より，水平方向の弾性固定梁につい
ては，
1 11.5 6.910 222 mm 砂 :0.6 
2 17.5 1・45312開 4.8326.910 237 
w fc:67タ.61 
3 21.7 1. 500! 2.633; 4.832 6.910 237 
4 6.910 170 m皿11.8' 1.261' 2.2081 4.832 砂 :2.5 
5 6.910 15979.6 1
6 21. 31 1.393
1 
2.4401 4.832 6.910 154 !wjc:5 
さきの実験4)から短期許容応力度は式帥となったが，
乙れは式(31)のどの辺にあるかを調べるには，明断接着
強度を実験から求めねばならない。コンクリ トーパネ
ノレの調合を 1 5 3， WjC=4096とし(これの四週
圧縮強度は 83""，，124kgjcm2平均 105kgjcm2) これで
径 15cm厚さ 4cmのコンクリ ー ト板をつく り，一週
後にその中心に内径 5cm長さ 10cmの鋳型を置いて，
表4の調合の打込みコン クリー トを流し込み，写真10
の(a)の試験体をそれぞれ3個づっ製作した。乙れの明
断接着強度を写真10の(b)の方法で単純摂り試験から求
めた結果を表 51乙示す。乙の破壊は写真10の(c)の如く
殆んど打込みコンクリ トーの明断破壊であったので
短期許容努断接着応力度は平均14.1kgjcm2以上とな
り，式帥の値の約10倍であり式(31)の値の 3.5倍以上で
ので，パネノレは通常の状態でははく離しないものと考
あるえられる。
~ê. 摂りモーメ 明断接着強度(均fcm2)陣協同署力期断許接度容着
す巴ヨ ン(トK~cm) 実験値 |平均値 山
4 588 490 24.1 20.1 14.7 
5 392 588 637 16.1 24.1 26.1 22.1 14.7 
6 441 441 539 18.1 18.1 22.1 19.4 13.0 
?
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記 1 ~ 7 "1 水 |セメン I~ 例IJ 1圧縮強度 |怯
号(叩)1(K9) 1 卜 (K~) I (K9) I (K~) 1 (kg/cm') Il1lu 
(a) 
写真10
表4
表5
f0.2.1/ w- ~ 
Af1↓↓↓ J L μJ ~↓↓ J ↓↓ ~B 
A t- (乙 1RB 
めればよい。
さきの報告1)による仮定荷重式(測の各Wの値を式倒
に代入すれば，それぞれの場合の刊を算定できる。
l邸)と倒とを比べれば式側の値は式問)の値の1.81倍とな
っているから，垂直方向の軟節剛材鎖でその強度を確
1XO.38W Q ~ ^ V. LlU" -0.049Wkg. ……(27) 
7.8 
0.049 
τb=一一一一=0.00476Wkgfcm2.・…・・(28)
1X10.3 
'b=0.0109XO. 789W =0.0086Wkgfcm2.…(29) 
震度0.24の場合の地震力・.
We =32.52kgfcm2 
高さ31mにおける風圧力…
W，，'，l寸=267，.400/1 
~ (30) 
W叫120=318.，47611 I 
密集した集団による圧力… l 
Wm=94.，210 ，1 
垂直方向の軟節剛材鎖については，式白2)と式(25)とょ
の，
W e•••…'b = 0.0086 X32.52=0.280 kgjcm2 
W w31…'b=0.0086x (267.，400) 
=2.296，.3.44 ，1 
W w120…τb=0.0086X (318，.471) ト(31)
=2.734.，4.094 11 I 
Wm・..'b=0.0086X(94.，210) 
=0.808，.1.806 11 
??、? ?
?
? ?
?
???
( c ) 
J巳if日
い字例
図10
が
( 17) 
高さ120m
故i乙
92 
??
(3) 振動によるはく離 :
Curtain Wal1の面に作用する外力として式(却に挙
げたが， とれらのうち地震による慣性力は Sandwich
Panelをその骨組からはく離するように働く。特に超
高層建築物の上層に設けられた Sandwich Curtin 
Wall についてはその影響が大きいと考えられる。
本実験に使用した ConcretePanelと打込みコンク
リー トとの引張接着強度の値を求める目的で，Conc-
rete Panelの調合のコンクリ ー トを径10cmのシリン
ダーに半分打込み 7日経過後表4の記号1，. 6の調
合のコンクリ 卜ーを前者に接触して打込み，それぞれ
4個づっ写真11の如く試験体を製作した。乙れの4週
引張接着強度の実験値を表61乙示す。短期許容応力度
を乙れらの2/3として同表に示す。乙れによれば短
期許容引張接着応力は 1.1，.3.6kg/cm2となってい
る。 ConcretePanel 1枚の重量を次の如く仮定とす
ればはく離荷重は 28.20sとなる。
Concrete Panel 6.60 kg 
仕 上 材 21.60 11 
音十 28.20 1/ 
表6
写真10 (c) 
これに対して， 図10の(c)K.よれば，許容引張接着強
度は，
(1.1，.3.6) X3X7X2=46.2，.151.2kg 
となるから Fは，
s= (46.2，.151.2) /28 .20= 1.60，.5 .35……(32) 
Concrete Panelおよび打込みコンクリ ー トの調合
の組合せを適当に選べば β=5となることができて，
超高層建築物に設けた場合も地震時に ConcretePanel 
がはく離する乙とはないものと考えられる。
3・4 施工上の問題
施工中における振動その他の原因による梢振れとか
壁体の傾斜など施工障害はなかった。然し，縦鉄筋の
曲げ剛性はやや大きく，縦鉄筋が壁真をはずれた場合
とか垂直に取付け得なかった場合などにおけるその鉄
筋の位置の補正はやや困難であった。乙の点について
は，更に施工および強度・経済の面から研究しなけね
ばならない。
仮締ボルトの除去は外壁の場合は困難であり，経済
性からも問題が残り，針金で締付ける方向えの研究が
必安である。
記号| 引張(K9接/着cm2強)
度
i
平
(K9均/cm値2) 
1.7 
2 I 2.1 2.2 2.7 3.8 2.7 
3 I 1.0 1.6 2.0 3.1 1.9 
4.4 
5 I 6.2 5.2 5.5 4.4 5.3 
6 I 5.1 6.6 4.9 4.9 5.4 
写真11
- -ー 曹司- . v.‘' . 唱・.
1.'" 3.C7 3.00 ユH 1.0 2，oo 0.34 2.ω 2.宮4 3.00 
W1 O:H 2，00 1." 2~ð 0.'7 Q'7 ιJ3 1.3+ 2.n 
2.ω (1" ldd o.，} I.()() d却 α'1 3，00 1.00 
5.00 
1.00 t.H-
-1.0 
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図11
llj' 
o 1_ 2.0 T 3.3 
， ， ?
?
?
? ? ?
?
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よ 1. 
0 ， 
o 一『ー 'ー-2.0 LO 。
，.L 
COJ 
? ? ? 4 
b 
ー
?
ー。10 0:.10--=ーーー fi.; 10 i12.5' '14.5 
? ? 「 。
念。 古i
til o 。 LI5' 
-lS' -7，7 一一ー--+ごIS
5.0 3S 2.0 
L-
之宮 1.711 
lz 
ー
1.S"1i 
1"， I.otr ~ 。sJT li7 r.5' 
105' 玉5' 5.5" 
3・5 施工精度
仕上り精度を調べる方法としては，節点 l乙集る
Concrete Panelの目違いと壁体の周辺からの節点の
凸凹とを計測して定めることとする。
(1) Concrete Panelの目違
各節点について，そこに集るConcretePanel ( 4 
枚又は周辺では2枚〕の角部の基準線からの距離を計
測し， その最大最小の差を目違として表す乙とにし
て，図111乙示す。その大きさと個所の数との関係を表
7に示す。(以下()内は 10X200X400の補強コン
クリートプロック壁体の実測値)
表7
同地 10-111-212-313-414-5 I 計(mmf 1 
U . 
1 
.1-"::' I "::'-0 1 0 q， 1 q，;J 1 ，n 
個所 1 18 12 1 8 1 1 1 1 1 40 
%i45130121|2.5|2.51 1/....;::v... ， I/.::~，，， 1 /~ . ;:，I -;，-:， 100 I (50) 1(35.5)/(11.9)1 (2.6)1 (0) I 
図12
壁面を仕上げる場合はとの適度の目違は支障ない
が，白地仕上げの場合は，
2皿迄許せば不良個所 25%(14.5)
3mm迄許せば / 5箔(2.6) 
となり，熟練すれば，目違は殆んど心配ないものに施
工できる O
(2) 面の凸凹
壁体の周辺から(水平，垂直2方向について〉各節
点迄の距離を計測し(節点に集るConcretePanel迄
の距離の平均値を各節点の節点迄の距離とした)図12
1と示す。その大きさと個所の数との関係を表8!乙示
す。
控面を仕上げる場合は支障ない適度のものだが，目
地仕上げの場合は堕長の1/1000迄許せば，
水平方向不良 2.8%(0)
;布:置方rti] 1/ 27.8%(25.4) 
陪長さの1/500迄許せば
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表8
1 I 36 
100 
水平方向不良なし(11) 
垂直方向 1/ 16.7%(20.8) 
となった。壁面の凸凹も熟棟すれば実用上心配に施工
できるないものと考えられる。
4 むすび
巾6m高さ 3mの SandwiehCurtain Wallの施工
実験の結果次のように考えられる。
心配された中聞の鉄骨間柱は必要なく，縦鉄筋
に適当な曲げ剛性を持たせて，桃鉄筋は縦鉄筋
18 
100 
~C結束するだけで施工できる。
i 縦鉄筋の適当な曲げ剛性lと関しては，施
工障害と強度および経済性から研究し
て，鉄筋の径とそれに加える張力とを定
めねばならない。
ii 施工精度はかなり高い。
iv パネルと打込みコンクリートとの附若強
度のため， Concrete Panel ははく離し
ない。但しこれに関しては更に実験的研
究が必要である。
v Concrete Panelの運搬中の破損亡つい
ては心配ない。
vi 施工中の仮締ボルトは，針金でパネルを
棟束する方向え改良すべきである。
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